


患者さんやご家族から当院に「訪問看護があると良いの
にね」と言われることが度々ありました。脳神経外科・脳神
経内科の患者さんが退院後ご自宅で過ごすために訪問
看護があった方がいいなと思っていました。

そして今年1月に待望の『訪問看護ステーションいづみ』が出来ました。そ
の事務所は当院に隣接する場所にあってとても近くて良いのです。何が良
いかと言うと、入院中に訪問看護の看護師が何度でも直ぐに患者さんの病
室へ足を運ぶことが出来ます。何度でも病棟の看護師やリハビリテーショ
ン科など患者さんに関わる他職種の皆と連絡を取り合うことが出来るので
す。患者さんとご家族にとって退院後の生活が心配にならないように、顔を
見ながら話し合い、準備していくことが出来ます。

『地域包括ケアシステムの構築』って聞いたことがあるでしょうか。国の政
策として掲げられていることなのです。それは重度な要介護状態となって
も住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができ
るよう、住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的に提供されるように、ま
た認知症高齢者の地域での生活を支えるためにも、地域の医療・介護・生活
支援・介護予防など色々な分野が力を合わせていくことが必要で、それを
実現していきましょう！という事を言います。『訪問看護ステーションいづみ』
は当院にとって出来て良かったのではなく、地域で生活されている皆さん
が安心して暮らせる存在になることが第一の目的なのです。そしてそれは
『地域包括ケアシステムの構築』を実践する第一歩であると思っています。
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